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新しい木材保存技術 

 

JISA9201 試験 (実験室の試験 )において顕著な防腐効果が認められた水酸化ナトリウム水溶

液と塩化カルシウム水溶液の二段階加圧注入による木材保存技術 1)を実用化するために、スギ

材に木材保存処理を行い、屋外に７年間暴露して防腐効果を確認するための調査を行ったので、

その結果等を紹介する。  
 

１．新しい木材保存技術の概要 

  無機質水溶液を用いた二重拡散法など木材と無機質の複合により、防腐・防蟻性、防火性、

寸法安定性などの木材の性能が向上することが明らかになっている 2)。また、褐色腐朽菌が生

育過程で生成するシュウ酸が、木材の褐色腐朽においてセルロースの分解に関与していること

が推定された 3)。 

  そこで、二重拡散法を用いて、水溶性の水酸化ナトリウム水溶液と塩化カルシウム水溶液を

順次木材に加圧注入し、木材中の反応で溶脱抵抗性の高い水酸化カルシウムを生成して、シュ

ウ酸をカルシウム塩として不活性化する木材保存技術を開発した。  
 
 ２．試験方法  

 (1) 防腐処理 1)  
  木口断面 30×30 ㎜、長さ 600 ㎜の大きさで二方柾のスギ辺材無欠点材を用い、 10％水酸化

ナトリウム水溶液 (以降 10％NaOH と略する )と 10％塩化カルシウム水溶液 (以降 10％CaCl2 と

略する )を二段階に加圧注入した。なお、二段階の加圧注入の間に含水率を調整するために、除

湿式乾燥機を利用して人工乾燥を行った。また、防腐効果を比較するために、市販のアルキル

アンモニウム化合物 (以降 AAC と略する )による加圧注入処理、10％水酸化カルシウム懸濁液 (以
降 10％Ca(OH)2 と略する )による加圧注入処理及び 10％NaOH と 10％CaCl2 にそれぞれ浸漬処

理を行い、試験材を作成した。  
 
 (2) 測定項目及び方法  
  当所屋上のコンクリート舗装上に、１処理区当り 20～ 50 本の無処理をあわせた５処理区を

設け、平成７年度から 14 年度までの７年間、定期的にヤング係数等を測定した。  
①  ヤング係数  

  ヤング係数の測定は、全国劣化マップ作成用耐久性試験法 4）に準じて行った。  
②  被害度の観察  

  ４年経過後から目視観察により、森林総合研究所の提案している判定基準 5）に従い、６段階

の被害度に区分した。  
 

３．結果 

(1) ヤング係数の経年変化 

ヤング係数の減少率の平均値の経年変化を図２に示した。７年を経過し、処理前(暴露期間０

年)と比べた減少率が最も小さかったのは AAC 処理区で 19.2％、最も大きかったのは無処理区

で 86.4％であった。10％NaOH・10％CaCl2 の処理区は 40.6％であったが、防腐処理時に発生

した変形の影響から半年後にはすでに減少率が 17.7％であったことを考慮すると、 7 年後の減

少率は 22.9％となり、  AAC 処理区に比べ 1.2 倍程度であった。なお、劣化によりヤング係数

を測定できなかった試験材の値は０として、平均値を求めた。  
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(2) 質量の経年変化  
質量の減少率の平均値の経年変化を図３に示した。７年を経過し、設置時(暴露期間０年)と

比べた減少率が最も小さかったのは 10％NaOH・ 10％CaCl2 の処理区で 6.2％、最も大きかっ

たのは無処理区で 35.4％であった。  
 
 
 
 
 
 
 

 
 
(3) 被害度の経年変化  

被害度の平均値の４年後から 7 年後の経年変化を図４に示した。７年を経過し、10％NaOH・

10％CaCl2 の処理区と  AAC 処理区の被害度はすべて 0.0 であったことに比べ、無処理区は  
4.8 で、４年後に耐用年数とされている被害度 2.56）を超えた。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

４．おわりに  

10％NaOH と 10％CaCl2 の二段階加圧注入処理は、AAC 処理と比べ、７年間の屋外暴露後

のヤング係数の減少、質量の減少及び被害度のいずれもが同程度であり、防腐効果のあること

が確認された。しかし、焼却処分にあたってダイオキシン発生の危険性が心配される。 
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図１　ヤング係数の経年変化
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図２　質量の経年変化

-20
-10

0
10
20
30
40

0 0.5 1 1.5 2 3 4 5 6 7 暴露期間(年)

質
量

減
少

率

（
％

）

10％ＮａＯＨ・10％ＣａＣｌ2

ＡＡＣ

10％Ｃａ（ＯＨ）2

10％NaOH・10％CaCl2浸漬

無処理

図３　被害度の経年変化
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